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福島県における地消地産型福島県における地消地産型
マルシェマルシェの展開可能性の展開可能性



マルシェとは？

主にヨーロッパ地域の都市部などで行われてい
る朝市・青空市を意味し、その地域で生産され
た農産物などをその地域で消費するという地産
地消を実践する販売形態

⇒決まった曜日の決まった時間に集約的に開く
ことで、安全で良質な食料品が提供され、さら
に、スーパーマーケットや商店との共存が可能
という素晴らしい仕組み



ドイツのマルシェ風景



その第１歩として･･･

街なかマルシェ コンセプト

食卓を含め、日常品をでるだけ福島県
産のものに替えていこうというスタイル

“ふくしまstyle”と“地消地産”

～食生活を含む新しいライフスタイルの提案～

生産者が消費者の生活に合わせて
生産することで、生活に必要な食品
を全て福島県産でまかなっていく

実現するための「地消地産」

相互作用により地域内での人とモノとの交流
が生まれ、経済循環を活発にすることで内発
的発展が期待できる！地域を守れる！

単なる販売のみならず、消費者との
コミュニケーションを通じて店舗や生産者、
商品の物語（ストーリー）を伝えることを
中心目標とした

街なかマルシェ

「ふくしまstyle」とは？？

「地産地消」（プロダクトアウト）



街なかマルシェ

� 店舗選び

「６次産業化」

１次産業から３次産業までの商品を揃えたことで、６次
産業化を肌で感じていただける店舗選び

「ALLふくしま」

海（相馬漁港）、山（きのこセンター）、農（県北地域の
直売所など）の商品を揃え、ふくしまｓｔｙｌｅを強調

� 具体的な取り組み（店舗デザイン、ＰＯＰ作成）

いろいろな工夫を凝らすことで、お客様の気を引く



具体的な取り組み 「店舗デザイン」

・お客さまの注目を集めやすいレイアウト
注目を集めたい商品が整理されているため
お客さまにPRでき試食もすすめやすい



具体的な取り組み 「POP作成」

・認識しやすいＰＯＰ
「本場」、「愛・安心安全」などのキーワードをうまく使い、
効果的に店舗や商品をＰＲしている



街なかマルシェ 事前の取り組み

第１回の反省もあり、事前準備に力を入れた。

物語（ストーリー）重視

商品についての知識、生産者、土地などを知るために
実際に現場へ（のべ１０回以上、収穫なども行った）

⇒五感をフル活用し、気づき、学ぶ

・より深いストーリーを消費者に伝えられるようになる

・自分たちの本気さが伝わり、全員でマルシェをつくって
いこうという方向性が確立する







街なかマルシェ

１）総入込客数

第1回（7月25日） 830人

第2回（10月10・11日）

1日目 2487人

2日目 1221人

２）総売上

⇒物語（ストーリー）を伝えることを重視した売り方などに
取り組んだことが売り上げのアップにつながったと考えられる。

第１回 ７/25 419,750

第2回
10/10・11

10日 682,010

1,446,570

11日 764,560
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第２回街なかマルシェの様子















広報について
10月のマルシェ

広報方法
・チラシ・ポスター・新聞広告

・コンセプトポスター・折込チラシ・情報誌

チラシ配布先

出店各店舗、JR福島駅、南福島駅
金谷川駅、福島信用金庫、東北信用金庫
東邦銀行、こむこむ、屋台村、文化センター

（4,000部）

ポスター掲載先

開催前 ・福島民友 ・福島民友・福島民報・河北新報

開催後 ・福島民友・福島民報・毎日新聞 ・福島民友・福島民報・毎日新聞

開催前 ・テレビユー福島（グーテン，ＮＨＫ） ・NHK福島・テレビユー福島

開催後
・NHK福島・テレビユー福島
・福島テレビ・福島中央テレビ

TV放送

新聞掲載先

出店各店舗、JR福島駅、南福島駅
金谷川駅、コラッセふくしま
（1,000部）

なし

7月のマルシェ

上記に加えて、中合、生協 (100枚）

・NHK福島・テレビユー福島
・福島テレビ・福島中央テレビ

・チラシ・新聞広告





２次産業２次産業

１次産業
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６次産業化を視覚的に
感じられる店舗配置



街なかマルシェについての新聞記事

毎日新聞より

民
友
新
聞
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アンケートからみる来客者の特徴

アンケート項目別結果（2日間合計210名回答）

①取り組みを知ったきっかけ
⇒「ポスター・チラシ・マスコミ」が６０％
「雑誌広告」が１５％
②商品の価格帯⇒「よい」が８０％以上
③商品の品揃え⇒「よい」が８０％以上
④開催時間⇒「よい」が８０％以上
⑤また足を運びたいか。⇒「はい」が99％

⇒来場した方はこの取り組みに対して
満足していただいたといえる。



アンケートから見る今後の課題と展望

満足していない約２０％のお客様に注目

・あくまで「１つのイベント」としての見方が強い。

⇒イベントという捉え方ではコンセプトが曖昧になってし
まうため、マルシェを恒常的に開催し、地消地産という
取り組みを広める必要があると感じた。

⇒今後恒常的にマルシェを開催するにあたり、時

間・日程・場所・出展店舗数などを考慮し、どういっ

た方法での開催が１番いいのか、改めて考える必

要がある。

（Ｅｘ．１年間を通してマルシェを開催する方法など）



マルシェを恒常的に開催するために

これまでに開催したマルシェによって得られたデータ

に基づいて、開催条件を模擬的に算出した。

利益を追求するのではなく、１年を通して恒常的かつ自立的に

開催でき、“現実的に可能な最良のかたち”を追求した。

【パターン】

場所 曜日 時間帯
A 平日 朝市（10～14時）
B 休日 夕市（16～20時）
C 平日 夕市（16～20時）
D 休日 朝市（10～14時）
E 平日 朝市（10～14時）
F 休日 夕市（16～20時）
G 平日 夕市（16～20時）
H 休日 朝市（10～14時）

街なか広場(20店舗)

仲見世ビル(5店舗)



開催するにあたっての条件
・手数料１５%(仙台マルシェ参照)

・祝日の朝市(10～14時)〈10月11日のデータより〉

⇒1店舗売上¥42,480‐（11日のマルシェの売り上げ

¥764,560‐を18店舗で割る）

手数料15%

1店舗参加費¥6,372‐

・大規模〈街なか広場〉(20店舗)、小規模〈仲見世ビル〉(5店舗)

・初期投資額：テント・テーブル等(¥369,706‐)

・人件費：時給¥700‐×4時間×マネージャー20or5人

・地代：街なか広場(¥12,000‐)、仲見世ビル(¥8,000‐)

・イベント保険料：1回につき¥5,000‐



〈Ｄ〉パターン
街なか広場（２０店舗）・休日・朝市

売上額（手数料）－変動費（人件費のみ）－固定費（地代＋保険料）
127,440（6,372×20店舗）－56,000（700×4h×20人）－17,000（12,000＋5,000）

⇒54,440 （1回開催あたりの利益）
初期投資額÷1回開催あたりの利益
369,706÷54,440＝6,79 ⇒7回開催でペイできる

〈H〉パターン
仲見世ビル（５店舗）・休日・朝市

売上額（手数料）－変動費（人件費のみ）－固定費（地代＋保険料）
31,860（6,372×5店舗）－14,000（700×4h×5人）－13,000（8,000＋5,000）

＝4,860 （1回開催あたりの利益）
初期投資額÷1回開催あたりの利益
369,706÷4,860＝76,07 ⇒77回開催でペイできる



利益（売上額－変動費－固定費）－初期投資額
373,280－369,706＝3,574 ⇒恒常的かつ自立的に開催可能！

街なか広場（大規模）で４回、

仲見世ビル（小規模、屋内）で３２回、

生産物が多くとれる６月～１０月（５カ月の間）に

合計３６回（約月7回）のマルシェ開催を最良のかた

ちとする。
※あくまでも、上記はデフォルト（既定値）であり、

さらに良い条件を模索し続けます。

〈Ｄ〉パターン４回＋〈H〉パターン３２回＝３６回開催

利益：〈D〉217,760（54,440×４回）＋〈H〉155,520（4,860×32回）
＝373,280（36回開催）



街なかマルシェを終えて

「“ふくしまｓｔｙｌｅ”とういう、“地消地産”の新たなライフスタイルを
提案する試みである街なかマルシェ」
・福島の生産者と消費者の相互理解を深められた
・地域の食生活も含むライフスタイル提案型の地消地産の実践
が必要であると感じた
・身をもって、ヒト・モノ・カネの流れを感じることができた

「地域の生活・文化・資源を守るために、“地域内経済循環”の再
構築を目指さなければならない！」
・地域産業の振興、雇用の創出が期待できるマルシェが魅力的
な地域づくりの手段、地域活性化の先進的な取り組みとして注
目される日も近い！


